
汎用見積マニュアル 



データ管理の概要

解体見積 EX には、２つの見積作成プログラムがあります。 

●「専用見積」：面積（延べ面積、建築面積）と積算連動する見積作成プログラム。

●「汎用見積」：軽微な工事の見積書を作成するプログラム。

解体見積 EX のデータ管理は、管理画面の工事名称内に見積ファイルを管理します。 

また、発注元である顧客名を工事名称と関連付けを行う事により印刷書式の宛名印刷に連動します。 

見積書ファイル及び各種届出書の保存先は、管理画面に登録した工事名称となります。 

商談ＤＢ（データベース）一元管理フォルダ

ローカルPC利用

サーバー利用

一元管理
フォルダ

一元管理
フォルダ

解体見積 EX のデータの保存先は、「一元管理フォルダ」になります。 

●ローカル PC でご利用される場合は、一元管理フォルダをローカル

PC の HDD ドライブを指定してください。

●データを共有して運用される場合は、サーバーに一元管理フォルダ

を指定してください。

※製品プログラムのインストール先については、ご利用されるローカル

PC 側へのインストールとなります。



 

 

見積フォームについて 

 

構造別の見積書のひな型が出荷時の見積フォームに登録されています。 

この見積フォームの運用は、実物件での見積単価を入力いただいて見積書を完成させて見積フォームの「登録」を行う事で 

自社仕様の見積書の標準化を行う運用方法となります。 

見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、サンプル単価が登録された構造別工事内訳のひな型です。 

専用見積では、 

面積入力（延べ面積、建築面積）から積算連動する計算式が入った工事内訳（内訳明細）と 

木、金属くず等の分別区分された廃棄量の積算まで行う内訳明細が出荷時の見積フォームに登録されています。 

汎用見積では、 

自社仕様の見積フォームの登録を行う場合は、「未登録」ボタン名称を分類する名称に変更して登録して下さい。 

 

見積フォーム選択画面 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

汎用見積 新規作成（ウイザード形式） 
 

 

 

1 
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新規作成（ウイザード形式） 

① 管理画面「新規作成」から工事名称・顧客名称を入力 

② 見積フォーム・印刷書式を選択 

③ 見積入力画面 

④ 印刷 

⑤ 見積入力画面 

◆工事名称・顧客名称は、 
印刷書式に連動します！ 

 

 

◆顧客名称は、顧客マスタから 
作成します。 

 

◆印刷書式サンプルを自社用にカスタマイズ登録 
して運用してください。 

◆見積フォームから見積書のひな型を選択します。 
※自社用にカスタマイズ登録して運用可能です。 
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未登録の名前を変更 

自社のフォームを登録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  汎用見積 新規作成（工事名称と管理画面） 
 

1 
2 

③の工事 Index（あかさたな）を設定する事で④の index 選択での工事管理が容易になります。 
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新規作成では、①の工事名称を手動入力する事で自動的に②管理画面に登録されます。 
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１つの工事名称で最大５つの見積データの作成・保存が可能です。 

工事リストボタンを押して管理画面から工事名称を選択してください。 

既に登録されている工事名称で見積ファイルを新規作成する場合は、 

⑤ のメッセージを選択した場合は、既に登録されている工事名称に見積ファイルを保存する運用となります。 

① の工事名称を手動入力した時に管理画面に同一工事名称があった場合は、⑤⑥のメッセージが表示されます。 

⑥ のメッセージを選択した場合は、新規に同一の工事名称を作成して見積ファイルを保存した運用となります。 

 
登録されている工事名称に見積ファイルを保存した場合に 

見積ファイル数が表示されます。（最大５ファイル保存可能） 

 
新規に同一の工事名称を作成した場合の管理画面の表示 

１つの工事名称に汎用・専用の見積ファイルを保存した運用が可能です。 

※汎用見積の管理画面では、白枠が汎用見積の見積ファイルが保存されている工事名称。グレー枠が専用見積の 

見積ファイルが保存されている工事名称となります。専用見積の管理画面では、白枠とグレー枠が逆の表示となります。 

汎用見積の見積ファイルがある場合は、白枠表示 

グレー枠は、専用見積の見積ファイルがある工事名称 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 汎用見積 新規作成（顧客マスタと管理画面） 
 

新規作成から顧客名称の入力を行う場合は、①の顧客マスタから顧客一覧を開き②の顧客作成ボタンを押します。 
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③の顧客作成では、「個人・法人」を選択後に顧客情報の入力と④の自社営業担当を入力後に⑤の登録を押して顧客一覧画面に戻ります。 

5 

顧客一覧画面に登録した⑥の顧客名を選択し、⑦の選択終了を押して新規作成画面に戻ります。 

 

⑧に登録した顧客名が表示されている事を確認して⑨の次へボタンを押します。（次ページに続く） 
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汎用見積 新規作成（見積フォームと印刷フォーム） 
 

 

 

◆構造別の見積書サンプルを選択してください。 ◆出荷時の印刷フォーム。（自社用にカスタマイズ登録して運用） 
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フォーム選択画面では、入力面積と連動させる為の①見積フォームと②印刷フォームを選択します。 

①の見積フォームの選択欄では、工事物件にあった構造別（見積フォーム）を選択して OK ボタンを押して下さい。 

②の印刷フォーム選択欄では、③の印刷プレビューで印刷イメージを確認しながら選択する事が出来ます。 

④の次へボタンを押します。（次ページに続く） 

※見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、構造別に登録された工事内訳のひな型です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 汎用見積 新規作成（自社情報・工事情報） 
 

 

●初めて見積入力画面を起動した場合は、①自社情報を起動して各項目を入力して下さい。 

●②の工事情報は、見積「工事名称」ごとに情報が保存されます。 

※自社情報の入力及び変更は、見積入力画面起動時とメインメニューの自社情報から入力可能です。  

自社情報と工事情報は、見積書・請求書の印刷に連動します。（忘れずに入力して下さい。） 
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汎用見積 見積入力の基本機能 

 
 

●画面切り替え機能：①工事内訳の表示 ②内訳明細の表示 ③スケール表示（行高さの調整） 

●工事項目の編集機能：工事内訳 ④「行挿入」 「行削除」 「行移動」 「コメント行」 「小計行」 「計算行」 

見積入力は、以下の基本機能を利用して作成していきます。 

内訳明細 「計算行」が「行複写」へ変更 

 

 

1 2 3 

5 

●値引入力：⑥「値引」 を入力する事で「合計」からの値引きが行えます。※プラス値入力。（－）マイナス入力不可。 

工事内訳 

内訳明細 

⑤「工事名」 は全角 24 文字、「備考」は、全角 16 文字までの入力となります。 

文字入力の際に入力した文字数が表示されます。 
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汎用見積 法定福利費入力  
 

法定福利費は、空白行を指定する事で法定福利費を工事明細に追加する事が可能です。 

法定福利費の計算方法は、構造別のマスタを持った「詳細計算」と３種類の計算から選べる「簡易計算」の入力が可能となります。 

 

 

 

 

法定福利費の概要及び操作方法は、別紙「法定福利費マニュアル（汎用見積）」を確認下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汎用見積（データ保存：工事名称とファイル名称の管理） 
 

 

1 

１つの工事名称で見積ファイルを最大５つまで保存可能です。 

管理画面では、登録した工事名称と顧客名（発注元）が紐づけされ、専用・汎用の見積ファイル数が表示されます。 

3 

2 

調査用の参考データや最終調整用のデータとして②最大５つのファイル名の保存が可能です。 

終了ボタンを押し、①の保存ファイル名を確認します。※工事名称で入力した名前がファイル名で表示されます。 

（管理し易いファイル名に変更してください） 

③の汎用見積の欄には、２つの見積のファイルが保存されている事を表示しています。 

※同じ工事名称で専用見積を作成した場合は、専用欄に見積ファイル数が表示されます。 

 

す。 



 

 

 

       アイコンをクリックすると、作成した見積書・請求書の閲覧履歴がリスト表示されます。 

             作業中の見積データは、閲覧履歴からダイレクトに起動する事ができる便利機能です。 

                     また、作成済みの「見積書」「請求書」を閲覧履歴から印刷する事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   見積ファイルをクリックすると、見積書作成画面が開きます。 

   「見積」「請求」「領収書」「PDF」ボタンをクリックすると、それぞれのプレビュー画面が開きます。 

（事前に見積書・請求書を作成、保存済の場合のみ有効） 

汎用見積（閲覧履歴） 
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汎用見積 （管理画面の機能説明） 
 

 

1 2 

① 作業に応じた工事名称の表示・検索が可能です。：Index（あいうえお順）、更新順、・全ての工事、未登録                 

② 工事削除は、専用見積・汎用見積で作成した全てのデータを削除します。 

6 7 

⑥ 工事属性から工事名称・顧客名称の変更が可能になります。 
 

3
5 

 

工事名称・顧客名称は、印刷書式に連動します。 

③ 汎用見積の見積ファイルがある工事名称は、白枠表示となります。 

※グレーの工事名称は、専用見積データの表示と両方のデータが無い場合にグレー表示になります。 

※専用見積の管理画面では、白枠とグレー枠が逆の表示となります。 

④ 解体見積 EX の汎用見積の見積ファイルを取り込む事が可能です。 

   
注意：工事名称及び顧客データを登録してから上記の見積ファイルを取り込んでください。 

４ 

1 

5 

⑤ 汎用見積フォームの新規作成が可能です。 
   

※作成方法は、別紙「汎用見積フォーム作成
マニュアル」を確認下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汎用見積フォーム（入替・登録） 
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「登録」：①の登録ボタンを押し②の見積フォーム登録画面を開きます。③未登録欄でマウス右ボタンを押してカテゴリ名称を変更します。 

④の見積フォーム名称を入力します。⑤作成ボタンを押すと見積フォームの登録が完了します。 

「入替」：①の入替ボタンを押し②の見積フォーム選択画面から③の見積フォームを選択します。 

④の OK ボタンを押すと入力画面が選択した見積フォームに入れ替わります。 

5 

見積フォームとは、解体工事の見積書を作成するにあたり、構造別に登録されたサンプル単価が登録された工事内訳のひな型です。 

汎用見積では、構造別の見積書のひな型が出荷時の見積フォームに登録されています。 

 この見積フォームの運用は、実物件での見積単価を入力いただいて見積書を完成させて見積フォームの「登録」を行う事で 

自社仕様の見積書の標準化を行う運用方法となります。 

1 

❶ファイル管理：解体見積 EX の汎用見積で作成した見積フォームの「インポート・エクスポート」が行えます。 

❷名称変更：見積フォームの名称変更 

❸削除：見積フォームの削除 

2 3
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汎用見積  印刷手順（1）(2)（見積書・請求書・領収書） 
 

専用見積マニュアルの印刷手順を参照して下さい。 

汎用見積  印刷設定（1） （見積書） 

専用見積マニュアルの印刷設定（見積書）を参照して下さい。 

汎用見積  印刷設定（1） （請求書） 
 

専用見積マニュアルの印刷設定（請求書）を参照して下さい。 

汎用見積  印刷設定（1） （領収書） 
 

専用見積マニュアルの印刷設定（領収書）を参照して下さい。 

汎用見積  印刷設定（2） （電子印） 
 

専用見積マニュアルの印刷設定（電子印）を参照して下さい。 

汎用見積  印刷フォーム（見積書・請求書・領収書） 
 

専用見積マニュアルの印刷フォーム（見積書・請求書・領収書）を参照して下さい。 

以上  

 

汎用見積  印刷設定（3）（見積書・請求書・領収書） 
 

専用見積マニュアルの印刷設定（１）（領収書）を参照して下さい。 

各種届出書（1）（2） 
 

専用見積マニュアルの各種届出書（1）（2）を参照して下さい。 


